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祝開通能美根上インターチェンジ

きっと 一生に一度の光景　

祝・開通

能美根上スマートインターチェンジ

能美根上スマートインターチェンジ開通式能美根上スマートインターチェンジ開通式
＆夢フェスタの記録＆夢フェスタの記録

九谷焼資料館が新装オープン九谷焼資料館が新装オープン

能美根上駅待合室「能美根上駅待合室「能能
のの

んん美美
びび

り」が完成り」が完成



CONTENTS ／目次

２　能美根上スマート IC 開通式

３　わがまち自慢

６　開通式記念式典＆イベント

　　「夢フェスタ」の記録

８　市民と市政の歩み

　　九谷焼資料館が新装オープン

　　駅待合室「能
の

ん美
び

り」が完成

11　市役所からのお知らせ

　　あんしん移動サポート事業

17　能美市職員募集

　　能美市組織編成について

18　情報ひろば

21　主要行事・イベント実施予定　

22　根上総合文化会館の催し案内

23　いしかわ動物園に行こう！

　　みんなの図書館

24　まちのできごと

26　子育てに関する情報

27　相談・国際交流・ご寄附

28　能美まほろば物語

COVER　今月の表紙
３月 25 日、能美根上スマート
インターチェンジの開通を記念
してウオーキングイベントと施
設見学会が開催されました。普
段は歩くことのできない高速道
路の上を参加者・来場者は感慨
深げに見学していました。

５May. 2018
№ 160

このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

　北陸自動車道能美根上スマートインターチェンジ（ＳＩ

Ｃ）が３月 25 日、供用を開始しました。ＳＩＣは、自動

料金収受システム（ＥＴＣ）専用で美川―小松ＩＣ間のほ

ぼ中間に位置しています。

　同日、根上総合文化会館で開通式が行われました。井出

市長は「能美市にとってインターの開通は画期的であり、

この機能を活用して、移住定住、企業誘致を促進し、市民

の皆さまが幸せに暮らし続けられる持続可能なまちづくり

に全力で取り組んでいきたい」と式辞を述べました。増田

優一中日本高速道路専務執行役員のあいさつに続き、森喜

朗元首相、小俣篤北陸地方整備局長らが祝辞を述べ、出席

者約 500 名は、経済活動の活性化と安全で快適な暮らしに

大きな期待を寄せました。

　式典後、関係者らが能美根上スマートインターチェンジ

に移動し、テープカットとくす玉割りが行われました。

　また、根上総合文化会館では、開通を記念したイベント

の「夢フェスタ」や能美市公式キャラクターの誕生式も行

われ、多くの市民が供用開始を祝いました。

市民が待ち望んだ交通の玄関口
能美根上スマートインターチェンジ

能
美
市
の
東
部
、
辰
口
放
牧
場
や
白

山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
南
に
金
剛
寺

町
は
あ
り
ま
す
。
現
在
37
世
帯
83
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
金
剛
寺
と
い
う
地

名
は
「
金
剛
寺
院
」
と
い
う
禅
宗
の
寺

院
が
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

金
剛
寺
町
は
山
に
寄
り
添
う
よ
う
に

集
落
が
あ
り
ま
す
。
町
に
入
る
と
、
澄

み
渡
る
空
気
の
中
、
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
い
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
」
声
を
か
け
て

く
れ
た
の
は
町
会
長
の
漆
山
さ
ん
。
町

の
自
慢
は
、
の
ど
か
な
風
景
と
町
民
同

士
の
仲
が
良
い
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

仲
の
良
さ
を
示
す
よ
う
に
、
行
事
に

は
ほ
と
ん
ど
の
町
民
が
参
加
し
て
い
ま

す
。春
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、

秋
に
あ
る
鍋
大
会
で
は
、
婦
人
会
と
壮

年
団
が
主
体
と
な
っ
て
鍋
を
振
舞
い
ま

す
。
月
１
回
行
わ
れ
る
お
参
り
は
、
毎

回
20
名
以
上
が
公
民
館
に
集
ま
る
と
い

い
ま
す
。
お
参
り
の
後
は
、
市
政
情
報

の
報
告
や
近
況
報
告
な
ど
が
気
兼
ね
な

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
「
あ

の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
元
気
か
」
と

い
っ
た
会
話
も
必
ず
あ
る
そ
う
で
、
声

掛
け
や
見
守
り
の
意
識
が
町
全
体
に
根

付
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

漆
山
さ
ん
の
案
内
で
町
の
中
を
一
周

し
て
い
る
と
、
散
歩
を
し
て
い
る
方
や

談
笑
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
次
々
と
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
の
こ

と
を
尋
ね
る
と
「
の
ん
び
り
し
て
い
て

い
い
よ
」「
静
か
で
暮
ら
し
や
す
い
」「
み

ん
な
仲
良
く
て
最
高
の
町
や
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
町
で

過
ご
し
て
き
た
方
か
ら
１
年
前
に
東
京

か
ら
移
住
し
て
き
た
方
ま
で
「
い
い
と

こ
ろ
」
だ
と
口
を
揃
え
て
言
い
ま
す
。

町
の
人
の
明
る
い
声
と
柔
ら
か
な
表
情

は
何
よ
り
も
こ
の
町
の
魅
力
を
体
現
し

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

移動販売がきたり、新しい道路が
通っていたりするので不便は感じ
ない。いつも笑顔で過ごすことの
できるこの町が皆好きなんです。
と話す漆山さん。

「のどかな風景と
　　　心が通う仲の良い町」

神社には鳥居が２基あり、奥の鳥居は嘉永２年（1849）に金剛寺町出身の
力士「柳嶋卯之助」が柱を担いで運んできたと伝えられています。

金剛寺町‐Kongouji‐

File34 金
こんごうじ

剛寺町

このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

金剛寺町会長

漆
うるしやま

山 栄
さかえ

さん
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このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

末信町‐Suenobu‐

「市内唯一のハトムギ生産の町
　　　支え合い、見守り活動にまい進」 File35 末

すえのぶ

信町

末
信
町
に
広
が
る
ハ
ト
ム
ギ
畑
。
市

内
唯
一
の
ハ
ト
ム
ギ
産
地
で
あ
る
同
町

で
は
、
昨
年
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑

か
ら
約
10
ト
ン
の
ハ
ト
ム
ギ
の
収
穫
が

あ
り
ま
し
た
。

「
末
信
と
い
え
ば
、
ハ
ト
ム
ギ
と
ヤ

ン
チ
ャ
ー
ズ
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
町

会
長
の
東
森
さ
ん
。
生
産
組
合
長
の
田

中
さ
ん
、
さ
さ
え
愛あ
い
た
い隊
代
表
の
津
田
さ

ん
に
も
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

「
ハ
ト
ム
ギ
に
は
美
肌
効
果
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
大
学
と
コ
ラ
ボ
し
て

現
在
研
究
中
で
す
」
と
話
す
田
中
さ

ん
。
ハ
ト
ム
ギ
の
生
産
農
家
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
能
美
ハ
ト
ム
ギ
部
会

は
、
美
肌
効
果
を
売
り
に
し
た
女
性
向

け
の
新
商
品
の
販
売
を
目
指
し
活
動
中

で
す
。「
能
美
市
産
」
の
ハ
ト
ム
ギ
商

品
は
ま
さ
に
「
末
信
産
」
と
言
い
替
え

る
こ
と
が
で
き
、
末
信
町
の
Ｐ
Ｒ
に
繋

が
る
重
要
な
事
業
で
す
。

現
在
、
１
６
７
世
帯
５
３
８
人
が
暮

ら
す
末
信
町
。「
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
達
に
も
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
東
森
さ
ん
。
高
齢

者
の
集
う
場
所
で
あ
る
い
き
い
き
サ
ロ

ン
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で

結
成
し
た
バ
ン
ド
・
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ヤ
ン
チ
ャ
ー

ズ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
津
田
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
「
さ
さ
え
愛あ
い
た
い隊
」
は
、
14

人
の
隊
員
が
高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
お

手
伝
い
を
兼
ね
た
見
守
り
活
動
を
行
っ

末信町会長

東
ひがしもり

森 正
まさのり

則さん

ボランティアを楽しく取り組もうと始まったヤンチャーズの活動。今では
夏祭りや老人会にも出演し、末信町の人気バンドとなっています。

昨年、公民館をバリアフリー化し
たところ、トイレがきれいになっ
たことで高齢者だけでなく若者の
利用も増えました。町民が集まり
やすい公民館になったと話す東森
さん。

て
い
ま
す
。

新
生
児
に
は
誕
生
祝
金
が
あ
り
、
東

森
さ
ん
が
直
接
渡
し
に
い
き
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
春
祭
り
で
は
、
新
一
年
生

を
対
象
に
し
た
お
祓
い
が
新
た
に
企
画

さ
れ
、
か
わ
い
ら
し
い
顔
ぶ
れ
と
そ
の

家
族
が
神
社
に
集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、

支
え
合
い
、
見
守
り
活
動
に
繋
が
り
ま

す
。
末
信
町
は
、
住
み
よ
い
町
を
目
指

し
て
奮
闘
中
で
す
。

※このコーナーに記載のある人口・世帯数は、2018 年４月１日現在のものです。

このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

「住民相互の助け合いを目指す
　　　　　　　歴史が偲

しの

ばれる町」 File36  西
にしふたくち

二口町

コミュニティの希薄化が進行して
いる昨今、若い世帯の移住もあり、
隣人同士が気軽に会話でき、交流
できるような地域づくりを模索し
ていきたいと話す若村さん。

西二口町‐Nishifutakuti‐

駅
や
国
道
の
ほ
か
、
公
共
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
便
利
で
、
近
年
ア
パ
ー
ト

や
住
宅
の
建
設
が
進
む
西
二
口
町
は
、

現
在
１
９
２
世
帯
５
７
３
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
こ
の
町
を
少
し
歩
く
と
、

最
近
建
て
ら
れ
た
建
物
と
は
対
照
的

に
、
古
く
か
ら
あ
る
神
社
・
寺
院
が
見

え
、
人
々
が
こ
の
地
を
拠
点
に
活
動
し

て
き
た
歴
史
の
重
み
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
西
二
口
町
は
古
く
か
ら
歴
史
・
文

化
の
拠
点
で
あ
っ
た
」
と
語
る
町
内
会

長
の
若
村
さ
ん
に
案
内
さ
れ
た
の
は
、

二
口
春
日
神
社
で
す
。
昔
か
ら
京
都
や

奈
良
の
文
人
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
文

人
達
の
要
請
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
こ
の

神
社
の
境
内
に
は
、
手
取
川
の
巨
岩
で

建
造
さ
れ
「
二ふ
た
く
ち
じ
ょ
う
し

口
城
址
」
と
刻
ま
れ
た

石
碑
が
力
強
く
そ
び
え
立
っ
て
い
ま

す
。
二
口
城
は
前
田
利
長
の
部
下
で
あ

る
勇
将
山や
ま
ざ
き
な
が
と
の
か
み

崎
長
門
守
が
配
さ
れ
た
城

で
、
浅あ
さ
い
な
わ
て

井
畷
な
ど
の
激
戦
で
戦
略
上
重

要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

西
二
口
町
で
は
現
在
、
自
発
的
に
高

齢
者
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉

委
員
会
が
結
成
し
た
「
ほ
ほ
え
み
ネ
ッ

ト
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
は
、
町
民
が

活
動
員
と
な
り
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
支

援
が
必
要
な
人
へ
の
日
常
的
な
支
え
合

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
員
に

は
活
動
に
応
じ
て
、
ほ
ほ
え
み
利
用
券

が
配
布
さ
れ
、
定
期
開
催
し
て
い
る
町

民
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
と
交
換
で

き
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

今
年
の
冬
の
除
雪
作
業
に
も
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
日
頃
か
ら
築
き
上
げ
た
地
域

の
支
援
体
制
が
生
か
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
市
内
で
も
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
西
二
口
町
の
支
援
活
動
は
、
町

民
が
持
つ
温
か
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

昭和 57 年に建造された二口城址の石碑。二口春日神社の境内に位置し、
天然記念物として指定されている樹齢 300 年以上のタブの樹群が、背景に
広がっています。

西二口町内会長

若
わかむら

村 修
おさむ

さん
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消
防
関
係
者
が
市
長
に
表
彰
報
告

卒
園
児
に
九
谷
焼
の
記
念
品
を
贈
呈

待
望
の
駅
待
合
室
が
完
成

愛
称
は
「
能の

ん
美び

り
」
に
決
定

　

３
月
28
日
、
能
美
市
消
防

団
員
、
消
防
職
員
が
市
役
所

を
訪
れ
、
井
出
市
長
に
市
内

の
６
氏
１
団
体
が
表
彰
を

受
け
た
喜
び
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

今
回
受
章
し
た
表
彰
は

い
ず
れ
も
長
年
に
わ
た
っ

て
勤
務
し
、
功
績
が
顕
著

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
能
美
根

上
駅
東
口
広
場
で
整
備
を
進

め
て
い
た
待
合
室
「
能
ん
美

り
」
の
お
披
露
目
会
が
開
か

れ
、
周
辺
住
民
や
関
係
者
ら

が
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

　

待
合
室
は
、
大
き
さ
約
10

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
冷
暖
房

を
完
備
し
て
い
ま
す
。
県
産

材
を
使
っ
た
ベ
ン
チ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
衝
突
防

　

今
春
、
市
内
保
育
園
を
卒

園
し
た
園
児
４
３
６
名
全
員

に
、
石
川
県
陶
磁
器
商
工
業

協
同
組
合（
九
谷
陶
芸
村
内
）

か
ら
、
記
念
品
と
し
て
九
谷

焼
の
湯
飲
み
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
15
年
か

ら
続
い
て
お
り
、
今
年
度
は

ト
キ
の
絵
柄
の
湯
飲
み
が
贈

で
あ
る
者
が
該
当
と
な
り

ま
す
。
消
防
団
の
西
出
副

団
長
は
「
受
章
を
糧
に
地

域
防
災
に
も
っ
と
精
進
し

て
い
く
」
と
意
気
込
み
を

述
べ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
方
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

止
と
し
て
ガ
ラ
ス
面
に
、
能

美
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ひ
ぽ
能
ん
」「
ゆ
ず
美
ん
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
張
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

愛
称
は
市
民
の
投
票
で
選

ば
れ
て
お
り
、
考
案
し
た
清

水
麻
衣
さ
ん
（
今
春
根
上
中

を
卒
業
）
に
は
、
井
出
市
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
に
は
、
同
組
合

の
嶋
﨑
信
之
理
事
長
と
藤
田

努
総
務
委
員
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
井
出
市
長
に
記
念
品

の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ト
キ
の
絵
柄
に
は
「
翼
を

広
げ
大
空
に
羽
ば
た
い
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

左から藤田さん、嶋﨑さん、井出市長

まちづくり・市民の活躍

● 消防庁長官表彰（永年勤続功労章）
　 能美市消防団副団長　　　　　西出淳
　 能美市消防本部消防司令長　　近藤芳功
● 第 70回日本消防協会長表彰
　 功績章：能美市消防団団長　　浅田薫
　 勤続章：能美市消防団副団長　西出淳
　 　　　：能美市消防団寺井分団分団長　岡田哲司
　 　　　：能美市消防団寺井分団副分団長　田中能成
　 優良婦人消防隊：浜開発町婦人消防隊
　 優良婦人消防隊員：浜開発町婦人消防隊　平田良志乃

朱
赤
で
彩
ら
れ
た
展
示
室

待
合
室
の
中
で
は
、
構
内
放
送
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
谷
焼
資
料
館
が
新
装
オ
ー
プ
ン

　

３
月
21
日
、
九
谷
焼
資
料

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
開
館
以
来
35

年
を
経
て
の
大
規
模
改
修

で
、「
来
館
者
に
や
さ
し
い
、

お
も
て
な
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
展

示
の
充
実
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
多
言
語
表
示
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
展
示
室
は
、「
九

谷
五
彩
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

５
色
の
色
壁
で
構
成
さ
れ
、

九
谷
焼
の
歴
史
を
た
ど
る
名

品
や
現
代
作
家
の
作
品
、
製

造
工
程
な
ど
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

完
成
式
典
で
は
、
井
出

市
長
が
「
新
幹
線
開
業
効

果
を
享
受
す
る
た
め
に
、

九
谷
焼
資
料
館
を
九
谷
陶

芸
村
の
核
と
し
て
発
信
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
九
谷

焼
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

同
日
、
正
午
か
ら
無
料

で
一
般
公
開
さ
れ
、
多
く

の
人
た
ち
が
見
学
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
２
名
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

教
育
委
員
に
秋
山
さ
ん
を
任
命

　

４
月
12
日
、
市
役
所
で
、

退
任
さ
れ
る
人
権
擁
護
委

員
へ
の
法
務
大
臣
表
彰
と

再
任
・
新
任
の
委
員
へ
の
法

務
大
臣
委
嘱
状
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
か
ら
15
年
間

委
員
を
務
め
た
中
村
滋
さ

ん
（
佐
野
町
）
と
開
典
子
さ

ん
（
吉
原
釜
屋
町
）
に
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
本
志
津
子
さ

ん
（
牛
島
町
）、
二
羽
一
弥

さ
ん
（
寺
井
町
）
が
再
任
さ

れ
、
中
村
司
さ
ん
（
佐
野

町
）、
牧
林
和
美
さ
ん
（
中

町
）
が
新
た
に
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
、新
た
に
教
育

委
員
と
な
っ
た
秋
山
珠
緒
さ

ん
（
寺
井
町
）
の
任
命
式
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
山
さ
ん
は
井
出
市
長
に

「
自
身
の
経
験
を
い
か
し
て

　

４
名
の
人
権
擁
護
委
員
の

任
期
は
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
り
、
人

能
美
市
の
教
育
環
境
の
向
上

の
た
め
尽
力
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

秋
山
さ
ん
の
任
期
は
、
平

成
30
年
３
月
25
日
か
ら
平
成

34
年
３
月
24
日
ま
で
で
す
。

井
出
市
長
か
ら
任
命
証
を
受
け
取
る

秋
山
さ
ん

写
真
左
上
＝
中
村
滋
さ
ん
、
右
上
＝

開
典
子
さ
ん
、左
下
＝
中
村
司
さ
ん
、

右
下
＝
牧
林
和
美
さ
ん

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救

済
や
地
域
へ
の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。
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能
美
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
𠮷よ
し
み
ず
と
し
は
る

水
聡
時
さ
ん 

委
嘱

　

４
月
１
日
に
二
人
目
と
な
る
能

美
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
𠮷
水

聡
時
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
𠮷
水

さ
ん
は
愛
知
県
小
牧
市
出
身
の
37

歳
。
寺
畠
町
に
移
住
し
、
高
齢
者
支

援
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、

能
美
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
平
成
21

年
度
に
総
務
省
が
設
立
し
た
制
度

で
す
。
現
在
、
全
国
で
約
４
０
０
０

人
の
隊
員
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

石
川
県
内
で
は
、
51
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
い
ま
す
。

井出市長から委嘱状を渡された𠮷水さん

※シニアパス券は３か月の「のみバス定期券」

※事業の詳細は、別途市民の皆さんにお知らせします。

まちづくり・市民の活躍くらしに関する情報をお知らせします

　７月２日（月）から、従来の「のみバス」のシニア
パス券（３か月券）と免許返納者用フリーパス券利用
者に、タクシーの初乗り運賃分の乗車券を併せた定期
券を販売します。（※免許返納者用フリーパス券利用
者は、既にのみバスフリーパス券をお持ちのため、タ
クシーの初乗り運賃分の乗車券のみを販売します。）
　この事業は、公共交通に関する意見やご要望を市民
の皆さんからお聞きし、「のみバス」の利便性を補足
し、高齢者の皆さんの公共交通の利用促進や、外出機
会の確保、安心して外出できる環境を実現するために
行われる社会実験事業です。事業は平成 31 年３月 31
日までの９か月間の事業となります。
▶ ▶ 対象者
・65 歳以上の市民
・のみバス運転免許証返納者用フリーパス券利用者
※対象となる運転免許返納者用フリーパス券利用者
には、生活環境課から個別にご案内をします。
▶ ▶ 販売期間・販売場所
・平成 30 年７月２日（月）～平成 30 年 12 月 28 日（金）
・ 市役所市民窓口課（本庁舎）、寺井窓口センター、
根上窓口センターで販売します。
※社会実験事業のため、最終の利用開始日が平成 30
年 12 月 31 日分までの販売となります。

▶ ▶ 料金体系

● 軽自動車税の納付について（能美市税務課）
　５月上旬にお送りする納税通知書を確認のうえ、納
期限までに納付してください。
※減免の申請期限は５月 24 日（木）です。詳しくは広
報のみ 4月号をご覧ください。

● ● 自動車税の納付について（石川県税務課）
　最寄りの金融機関、コンビニエンスストアまたは県
総合（県税）事務所で納期限までに納めてください。
　納税通知書に同封のチラシ「自動車税のお知らせ（平
成 30 年度）」もご確認ください。

▶ トラブル防止のために
・自動車を手放した時は、名義変更されているか確認
しましょう。

・自動車を廃車した時は、抹消登録されているか確認
しましょう。

・住所を変更した時は、石川県税務課または最寄りの
県総合（県税）事務所へ届け出ましょう。

・納税証明書は車検を受ける際に必要になります。
　車検証と一緒に大切に保管しましょう。
▶ 自動車税についての問い合わせ
石川県税務課（☎076‐225‐1273、 FAX 076‐225‐1275）
Ｅメール　cartax@pref.ishikawa.lg.jp

より利用しやすい公共交通へ

あんしん移動サポート事業が７月から始まります

軽自動車税は能美市税務課、自動車税は石川県税務課へお問い合わせください

軽自動車税・自動車税の納期限は５月31日（木）です

問 /地域振興課（☎ 58‐2212、FAX 58‐2291）

問 / 税務課（☎ 58‐2206、FAX 58‐2292）

対象者 料金

65 歳以上
の市民

①シニアパス券＋タクシー乗車券
（小型初乗り運賃分）12 枚セット
　　　　販売金額：7,000 円
②シニアパス券＋タクシー乗車券
（小型初乗り運賃分）25 枚セット
　　　　販売金額：10,000 円

免許返納者用
フリーパス券
利用者

①タクシー乗車券のみ
（小型初乗り運賃分）12 枚セット
　　　　販売金額：3,000 円
②タクシー乗車券のみ
（小型初乗り運賃分）25 枚セット
　　　　販売金額：6,000 円

まちづ
くり

　キラリ輝く能美市へ！！

男女共同参画週間に合わせて講演会とパ
ネルディスカッションを開催します。

　「男
と も

女に活躍できる能美市を目指して」
と題して、金沢大学の眞鍋知子教授をお
招きし、講演会を開催します。第２部で
は、各分野で活躍している方とのパネル
ディスカッションを行います。
　この機会にみんなが参加できる地域づ
くりを考えてみませんか。皆さんそろっ
てご参加ください。
▶ 日時　６月 17 日（日）
　　　 　13 時 15 分～ 15 時
▶  場所　寺井地区公民館　大ホール
▶ 参加特典　ひぽ能ん・ゆず美んカジ
ュアルトート
▶ 問い合わせ　地域振興課（☎ 58-
2212、 FAX 58‐2291）

18
社
に
１
億
４
８
３
１
万
円
助
成

　

3
月
26
日
、
企
業
立
地
促
進
助
成

金
、
産
業
振
興
奨
励
助
成
金
の
交
付

式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
井
出
市
長

が
助
成
対
象
の
18
社
の
代
表
に
交
付

決
定
通
知
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

企
業
立
地
促
進
助
成
金
は
、
市
の

産
業
用
地
を
取
得
し
、
工
場
な
ど
の

建
設
を
し
た
企
業
ま
た
は
市
の
定
め

る
基
準
を
満
た
す
工
場
な
ど
の
増
設

を
し
た
企
業
に
助
成
す
る
も
の
で

す
。
次
の
13
社
に
交
付
し
ま
し
た
。

　

㈱
ウ
エ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
岩
内
町
）、
㈱
エ
ス
フ
ー
ズ
（
山
口

町
）、
㈱
金
森
製
作
所
（
徳
山
町
）、・

㈱
光
栄
（
岩
内
町
）、
㈱
ス
ー
パ
・

ア
ロ
イ
（
岩
内
町
）、
㈱
住
田
鉄
工

所
（
山
口
町
）、㈱
中
東
（
岩
内
町
）、

㈱
Ｔ
・
Ｔ
・
Ｏ
（
山
口
町
）、
テ
ッ

ク
ワ
ン
㈱（
旭
台
）、㈱
東
振
精
機（
寺

井
町
）、
東
レ
㈱
（
北
市
町
）、
日
本

ガ
イ
シ
㈱
（
能
美
）、・
㈱
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｃ
（
能
美
）

　

産
業
振
興
奨
励
助
成
金
は
、
市
内

で
工
場
な
ど
の
新
設
・
増
設
や
機
械

設
備
に
一
定
額
以
上
の
投
資
を
し
た

企
業
に
助
成
す
る
も
の
で
す
。
次
の

5
社
に
交
付
し
ま
し
た
。

　

新
日
本
溶
業
㈱
（
粟
生
町
）、
㈲
デ

ィ
ー
ワ
イ
工
業
（
坪
野
町
）、
ナ
ノ
コ

ー
ト
・
テ
ィ
ー
エ
ス
㈱
（
旭
台
）、
富

士
Ｍ
Ｆ
Ｇ
㈱
（
赤
井
町
）、
㈱
ヨ
ネ
モ

リ
（
灯
台
笹
町
）

　

交
付
式
で
は
、
自
社
の
現
状
や
今

後
の
展
望
、
助
成
金
の
活
用
先
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

企業立地促進助成金は、計1億 4550万円を交付しました。

産業振興奨励助成金は、計 281 万円を交付し
ました。
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くらしに関する情報をお知らせします

　手取川・梯川の氾濫特性と想定最大規模の浸水想定
区域を踏まえ、地域社会が一体となった水防活動の重
要性について認識を新たにし、水防機関の士気の高揚
と水防技術の向上などを図ることを目的とした、総合
水防演習が開催されます。
　演習の中では、本番さながらに緊急速報メールも配
信されます。
▶ ▶ 日時　５月 26 日（土）　８時 30 分～ 12 時 30 分
▶ ▶ 場所　川北町与九郎島地先（手取川右岸　辰口橋
下流河川敷）
※緊急速報メール　① 10 時 30 分頃 ② 11 時 15 分頃
（訓練のため開催地周辺の近隣市町に緊急速報メール
「エリアメール」が携帯電話から鳴ります。あらかじ
めご了承ください。）
▶ ▶ 問い合わせ
・国土交通省　金沢河川国道事務所　調査第一課
（☎ 076-264-9910）
・土木課（☎ 58-2250、FAX 58‐2298）

問 / 消防本部警防課（☎ 58‐5119、FAX 58‐6299）

応急手当定期講習会

　応急手当の方法を身に付けたい、受講してみたい
けど１人（少人数）なので申し込みにくいと思って
いる人などを対象に定期講習会
を実施しています。
　講習では、心肺蘇生とＡＥＤ
の使用方法、止血処置、異物除
去などを学ぶことができます。

▶ 日時　６月 15 日（金）
▶ 講習時間　13 時 30 分～ 16 時 30 分
▶ 場所　能美市防災センター
▶ 定員　15 名（市内在住または在勤の方）
▶ その他　持ち物は特にありません。動きやすい服
装でお越しください。
▶ ▶ 申し込み　能美市消防本部 警防課（☎ 58-5119）

　災害時、市町や社会福祉協議会を中心に設置・運営
される「災害対策ボランティア現地本部」で、地元の
立場から関わる「災害ボランティアコーディネーター」
を養成するため、研修会を開催します。
▶ ▶ 対象　18 歳以上で、２日とも受講可能な人
▶ ▶ 日時　６月９日（土）、10 日（日）10 時～ 16 時 30 分
▶ ▶ 場所　能美市防災センター
▶ ▶ 内容　講義、演習
・現地ボランティア本部でのコーディネーターの役割
・災害ボランティア活動の考え方など
▶ ▶ 講師　NPO法人にいがた災害ボランティアネット
ワーク事務局長　李 仁鉄氏　ほか
▶ ▶ 定員　30 人　※定員に達し次第、募集締め切り
▶ ▶ 申込締切　６月１日（金）
▶ ▶ 申込先　石川県県民交流課・自主活動推進グルー
プ（☎ 076-225-1365、 FAX 076-225-1363、Ｅメール
newnpo@pref.ishikawa.jp) ＊氏名（ふりがな）、性別、
住所、電話番号をお伝えください

　　平成７年度に整備された水槽付消防ポンプ自動車
を、平成30年３月、防衛省の補助を受け更新しました。
　水槽付消防ポンプ自動車は緊急消防援助隊への出動
車両として高機能な装備へと更新整備し、大規模災害
に対応する機能を強化しました。

災害ボランティア
コーディネーター養成研修会

水槽付消防ポンプ自動車を
更新しました

昭和９年大水害の記憶を繋ぎ逃げ遅れゼロに

手取川・梯川総合水防演習

情報発信元 /福祉課（☎ 58‐2230、FAX 58‐2294）

問 / 消防本部警防課（☎ 58‐5119、FAX 58‐6299）

情報発信元 /土木課（☎ 58‐2250、FAX 58‐2298） 問 / 危機管理課（☎ 58‐2201、FAX 58‐2290）

５月 16日㈬ 11 時ごろに行います

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のと
おり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、
能美市以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓
練が行われます。

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの
緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝
えするシステムです。

▶ ▶ ご注意
災害などにより訓練の実施が困難であると判断された
場合は中止となります。一例は以下のとおりです。
・ 地震（震度５強以上）の発生
・ 津波警報の発表
・ 台風や集中豪雨などにより被害が発
生するおそれのある場合
・ その他国民保護に関する事案の発生

　過去に例を見ない頻度で北朝鮮は弾道ミサイルを発
射し、平成 29 年８月 29 日には予告することなく発
射し、日本の上空を通過する事例も起こっています。
弾道ミサイル落下時の行動については内閣官房のホー
ムページをご覧ください。

国民保護ポータルサイト 検索

（１）訓練実施日時（平成 30年度日程）
第１回　平成 30 年　５ 月 16 日（水）11 時
第２回　平成 30 年　８ 月 29 日（水）11 時
第３回　平成 30 年　11 月 21 日（水）11 時
第４回　平成 31 年　２ 月 20 日（水）11 時
（２）訓練で行う放送試験
　市内の屋外スピーカーとご家庭の戸別受信機か
ら、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
（上りチャイム音）
「こちらは、能美市役所です」
「これは、Jアラートのテストです」を３回放送
「こちらは、能美市役所です」
（下りチャイム音）

▲ポンプ自動車には隊員が活動しやすいよう、カーナビ装
備、車両前後のモニターカメラと映像記録、ドライブレコー
ダーによる走行記録、緊急走行時や夜間走行を考慮した視
認しやすい照明装置・警告灯などが装備されています。
また、水に少量の消火薬剤を加え、そこへ圧縮空気を送り
込むことにより発泡させ、水の表面積を広げ効率よく消火
することができる CAFS 装置（圧縮空気泡消火装置）が装
備されています。

問 /生涯学習課（☎ 58‐2272、FAX 55‐8555）

平成 31 年能美市成人式

成人式のご案内

▶ ▶ 日時　平成 31 年 1月 13 日（日）10 時～
▶ ▶ 場所　根上総合文化会館
▶ ▶ 対象　平成 10 年 4 月２日から平成 11 年 4 月１日
までに生まれ、現在能美市に住んでいる人、または根
上・寺井・辰口中学校を卒業した人　※対象者には、
11 月ごろに案内状をお送りします。

平成 31年成人式の実行委員を募集します！
　成人式の実行委員は、当日上映する映像の制作
や式典の司会、ピアノ演奏などの成人式づくりの
運営を行います。実行委員になって、仲間と一緒
に思い出に残る式を作りませんか。ビデオ撮影や
編集、ピアノ演奏が得意な人、大歓迎です！
▶ 申込方法　６月 27 日（水）までに生涯学習課へ
電話またはメール（shogaku@city.nomi.lg.jp）で
氏名・住所・出身中学校・連絡先をご連絡ください。

　市民の活動や考え方を発表し、交流の輪を広げる場
として、毎年「まなびフェスタ」を開催しています。
「まなびフェスタ 2019」は、来年２月 17 日（日）に開
催を予定しており、分科会のテーマ案を募集してい
ます。
　興味のあること、学んでみたいことを「まなびフェ
スタ」で実現してみませんか。あなたのアイデアをぜ
ひ、お聞かせください。
▶ ▶ 応募締切　５月 31 日（木）
▶ ▶ 申し込み先　生涯学習課（☎ 58‐2272）

問 / 生涯学習課（☎ 58‐2272、FAX 55‐8555）

「まなびフェスタ」分科会
テーマ案募集
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くらしに関する情報をお知らせします

　４月１日から、市民協働まちづくりセンター「のみ
にこ」の利用方法が一部変更しました。オープンから
３年が経ち、新しいまちづくり活動を「のみにこ」で
始める団体も生まれています。右記の表を確認してい
ただき、これまで同様「のみにこ」をご活用ください。

詳細は「のみにこホームペ
ージ」をご覧ください。

日中（10：00 ～） 夜間（18：00 ～）
予約 利用料 予約 利用料

１時間未満 不要 - 使用できません

専用利用
（１時間以上） ○ ○ ○ ○

　能美市では、平成 29 年度から移住希望者や移住し
て間もない方を対象に「移住交流プログラム」を紹介
しています。昨年は東京からのプログラム参加者もい
ました。
　平成30年度も市内で開催されるまちづくり活動を、
能美の人や暮らし、歴史文化を知る場として開いてく
ださる市民団体などを募集しています。
　ご協力いただいたプログラムは、移住・交流推進機
構（JOIN）のイベント情報に掲載し、全国の移住希
望者に PR します。プログラムの参加者から、まちづ
くり活動の仲間や未来の移住者を見つけませんか。

主催者 ＮＰＯ、まちづくり団体、各種協議会などの
地域団体ほか

活動内容

活動の中で、以下の２つが盛り込まれている
・能美市へ移住を希望する方や移住して間も
ない方が参加できる
・能美市の能美の人や暮らし、歴史文化を体
験できる

応募受付 随時

応募時に
必要な
情報

・活動日時
・集合場所（住所）
・活動内容
・参加費

・定員
・申込み方法（締切日、
   申し込み・問い合せ先）

応募先 地域振興課（☎ 58-2212、 FAX 58-2291）

問 / 地域振興課（☎ 58‐2212、FAX 58‐2291）

能美市市民協働まちづくりセンター「のみにこ」の
利用方法が変わりました

能美のまちづくり活動に関わる仲間を増やそう！ 

まちづくり活動を「移住交流プログラム」に登録しませんか
問 /地域振興課（☎ 58‐2212、FAX 58‐2291）

　「消費者月間」にあわせ、能美市でも下記の日程で
パネル展を開催します。
　今年のテーマは、『ともに築こう　豊かな消費社会
～誰一人取り残さない～』です。
　消費者が被害に遭わず、安全で豊かに暮らすために、
一人ひとりが当事者としての役割について学び、また
消費者全体の視点に立ち、持続可能なよりよい社会の
実現に向けて行動していくきっかけとするための取り
組みです。お気軽にお立ち寄りください。
▶ ▶ 場所　寺井図書館
▶ ▶ 期間　５月 29 日（火）～６月７日（木）

問 / 消費生活センター（☎ 58‐2248、FAX 58‐2120）

毎年５月は

「消費者月間」です

　行楽シーズンを迎え、山菜採り、散策など山に出か
ける機会が多くなりますが、この時期は、クマの活動
が活発になる季節でもあり、遭遇の危険性が高くなる
時期です。これから山に出かける方は、クマと出あわ
ないよう、次のことにご注意ください。
• 朝夕は、クマに遭遇する危険があるので、山に入ら
ないようにしましょう。
• 鈴、笛、ラジオなど音を出せるものを携帯し、クマ
に人の存在を知らせましょう。
• クマの姿や足跡を見かけたら、
市役所や警察署へ連絡してくだ
さい。

問 /農政課（☎ 58‐2256、FAX 58‐2297）

山に入るときは

クマに注意
問 /農業委員会（☎ 58‐2256、FAX 58‐2297）

契約の参考に

農地賃借料情報

　この表は、平成 29年１月から 12月までに農業委員
会へ届け出のあった賃貸借契約をまとめたものです。
農地の貸し借りについて契約する際の参考としてくだ
さい。

注１）データ数は、集計に用いた筆数です。
注２）金額は算出結果を四捨五入し、100 円単位としています。
注３）用水費負担割合などの条件面を統一したものではありま

せん。

　田（水稲）の部（10a 当たり：円）

有
料
広
告

　民生委員・児童委員は、住民の立場から安心安全な
生活を支えるボランティアです。あなたの身近な相談
相手として、その内容に応じて関係機関への「つなぎ役」
になります。
▶ まちの福祉を担うボランティアです
　民生委員・児童委員は、民生委員法により厚生労働
大臣から委嘱された無報酬のボランティアです。
▶ 安心してご相談ください
　民生委員・児童委員には民生委員法に定められた守
秘義務があり、相談内容が他の人に伝わることはあり
ません。市には、民生委員・児童委員が 91 人います。
お気軽にご相談ください。

問 /福祉課（☎ 58‐2230、FAX 58‐2294）

毎年５月 12日は

民生委員・児童委員の日

有
料
広
告

※利用可能時間：火曜～日曜 10 時～ 22 時　休館日：月曜日
▶ 専用利用の場合
・専用利用ができるのは、主たる活動の拠点が能美市内にある
　団体に限ります。
・利用の一週間前までに予約をお願いします。
▶ 予約方法
　地域振興課に、利用申請書を提出（メール添付・FAX 可）し、
利用料をお支払いください。のみにこ外観

のみにこキャラクター
このみちゃん
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くらしに関する情報をお知らせしますくらしに関する情報をお知らせします能美市職員募集

募集職種 採用予定人員 受験資格・その他

行政職
( 上 級） 若干名 昭和 63年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ、大学卒業もしくは平

成 31年３月末までに卒業見込みの人

手話通訳者
( 中 級） １名 昭和 48 年４月２日から平成 11 年４月１日までに生まれ、短大卒業程度の学

力を有する人で、石川県手話通訳者２級以上の資格を有する人　

行政職 ( 初級）
( 身体障害者枠） 若干名

昭和 63 年４月２日から平成 13 年４月１日までに生まれ、高等学校卒業もし
くは平成 31年３月末までに卒業見込みの人で、かつ身体障害者手帳を所有し、
介助なしで通勤および業務の行える人

保育士
( 中 級） 若干名 平成５年４月２日から平成 11年４月１日までに生まれ、保育士と幼稚園教諭

の両方の資格を有する人または平成 31年３月末までに資格取得見込みの人

保育士
( 経験者） 若干名

昭和 53 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれ、保育士と幼稚園教
諭の両方の資格を有する人で、児童福祉施設または幼稚園で保育や幼児教育
の実務に３年以上従事した経験を有する人

児童厚生員
( 中 級） 若干名

平成５年４月２日から平成 11年４月１日までに生まれ、保育士・幼稚園教諭・
教員のいずれかの資格を有する人または平成 31 年３月末までに資格取得見
込みの人　

消防士
( 初級） 若干名 平成５年４月２日から平成 13年４月１日までに生まれ、高等学校卒業程

度の学力を有する人（身体要件あり）

試験日 受験手続 試験内容 合否の通知 申し込み・
問い合わせ

一次試験
６月 24日 (日 )

総務課で交付する申込用紙を５月７日 (月）から５月
25 日（金）までに、総務課へ提出してください。( 郵
送の場合は、簡易書留により５月 25 日（金）までの
消印のあるものが有効）

教養試験
小論文試験
適性検査

合否にかかわら
ず、受験者全員
に郵送でお知ら
せします。

総務部総務課
（☎ 58‐2200）

平成 30 年度職員採用試験 ( 平成 31 年４月採用 )

◆ 平成 30 年６月 24日（日）実施

◆ 平成 30 年９月実施予定 　日程、受験手続、試験内容などの詳細は「広報のみ」７月号でお知らせします。

※能美市もしくはその周辺に居住、または居住見込で、通勤可能な人
　その他、詳細な資格・要件などについては総務課で配布する試験要綱または能美市ホームページでご確認ください。

※　一次試験の場所・時間帯は、試験申込者にお知らせします。
※　二次試験は、８月上旬を予定していますが、一次試験合格通知にあわせてお知らせします。

募集職種 採用予定人員 受験資格・その他

行政職
（上級） ５名程度 昭和 63 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ、大学卒業もしくは

平成 31年３月末までに卒業見込の人

土木技術職
（上級） １名程度 昭和 58 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ、土木技術を専攻し、

大学卒業もしくは平成 31年３月末までに卒業見込みの人

問 /健康推進課（☎ 58‐2235、FAX 58‐6897）

５月 31 日（木）は「世界禁煙デー」です。受動喫煙を防止しましょう。

敷地内禁煙ステッカーを活用ください

市役所組織が一部変更になりました

　人が吸っているたばこの煙を吸い込む「受動喫煙」
は、喫煙している本人より健康被害が大きいとされて
います。厚生労働省は、2020 年の東京オリンピック・
パラリンピックにむけて、健康増進法を改正し、受動
喫煙を防止するための対策を進めていきます。
▶ ▶ 主な改正点
・20 歳未満の者、患者などは受動喫煙による健康へ
の影響が大きいことを考慮し、こうした人々が利用す
る施設や屋外での受動喫煙対策を一層徹底します。
・行政機関、学校・病院・児童福祉施設などをオリン
ピックまでの間に敷地内禁煙とします。

▶ ▶ 敷地内禁煙ステッカーを作成しました

　４月１日から、市役所組織が一部変更となりました。

　市では、敷地内禁煙
を周知するために、「敷
地内禁煙」ステッカー
を（Ａ３・Ａ４サイズ、
ＵＶラミネートフィル
ム加工のもの）作成し
ました。
　ご希望の施設、お店、
会社などに配布します。
ぜひ活用ください。

　ＨＩＶ感染者・エイズ患者数は、日本でも依然とし
て増加傾向にあります。ＨＩＶ（エイズウイルス）の
感染は性的接触によるものが大半を占めています。
● ● ＨＩＶ相談・迅速検査を実施します！
　ＨＩＶ迅速検査は（陰性の場合）採血から１時間程
度で結果が出ます 。
▶ 日時　６月５日（火）９時～ 11 時
▶ 会場　南加賀保健福祉センター（小松市園町ヌ 48）
・検査は感染の機会があった日から３か月以上経って
から受けることをお勧めします。
・検査は無料です。匿名（名前も住所も申告不要）で
受けられます。
 ・今回以外にも毎週月・火曜日に検査を実施していま
すので、詳しくはお問い合わせください。

▶  予約・問い合わせ　県南加賀保健福祉センター健康
推進課（☎ 0761‐22‐0796）※前日までに要予約

６月１日から７日まではＨＩＶ検査普及週間です

ＨＩＶ相談・迅速検査

「自分は大丈夫」と思っ
ていませんか？
ＨＩＶは誰もが感染す
る可能性があります。

アルプラザ小松

小松警察署

至  加賀

至  金沢

南加賀保健福祉センター

梯川

白江

小
松
駅

国
道
３
０
５
号
（
旧
８
号
）

　平成 30 年 10 月から平成 31 年３月までの間で、該
当施設の定期的利用を希望する団体に調査を実施しま
す。この調査は利用団体の意向を把握し、希望施設・
日時の調整をするために行います。
　利用を希望する団体・グループは「利用希望予定表」
と「登録団体構成員名簿」を提出してください。用紙は、
スポーツ振興課、市体育施設、市ホームページにあり
ます。
▶ 対象施設　市内体育施設・コミュニティーセンター
体育室（※小・中学校体育館は除く）

▶ 提出期限　６月 22 日（金）
▶ 提出場所・問い合わせ
・市内体育施設
　→各体育施設またはスポーツ振興課（☎ 58-2273）
・コミュニティーセンター体育室
　→ふるさと振興公社（☎ 52-8008、 FAX 52-8012）

問 / スポーツ振興課（☎58‐2273、FAX 55‐8555） 情報発信元 /健康推進課（☎ 58‐2235、FAX 58‐6897）

体育施設・体育室
下半期利用希望調査

変更後の課・室名 連絡先 業務内容
市長戦略室
※上記の課に統合

☎ 58-2204
FAX  58-2291

総合計画、行政評価、シティプロモーション
広報・広聴、情報、ふるさと納税  など

我が事丸ごと推進課 ☎ 58-2234
FAX  58-4408

「我が事・丸ごと」の地域づくり
地域医療、地域支援事業   など

市民窓口課
※上記の課に統合

☎ 58-2213
FAX  58-2293

証明書の発行、住民異動、戸籍届出  など
※窓口センターの業務は変更ありません。

変更前の課・室名
市長戦略室
企画課

高齢者かがやき支援室

市民課
窓口課
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CHECK!!
Nomi Monthly Newsletter　 →　検索（Search）☜

You can view all of the events and news written here in English online at Nomi 
City's homepage. 

このコーナーでは、催しや募集情報など、市
に関わるさまざまな情報を掲載しています。
情報に料金を記載していない場合は無料です。

H29 年
５月

H29 年
累計

累計の
前年比

住宅等の侵入盗 ３件 14 件 ＋６件
非侵入盗 13 件 42 件 ＋３件
交通人身事故 11 件 34 件 ＋ 10 件
交通事故死者 0人 ０人 －２人
交通事故負傷者 13 人 37 人 ＋８人
火災発生 １件 ５件 ＋４件
救急出動 109 件 667 件 ＋ 13 件

　市内の犯罪・交通事故など発生状況
～安全で安心な街をつくりましょう～

有
料
広
告

有
料
広
告

このコーナーでは、催しや募集情報など、市
に関わるさまざまな情報を掲載しています。
情報に料金を記載していない場合は無料です。

H30 年
３月

H30 年
累計

累計の
前年比

住宅等の侵入盗 １件 ４件 －５件
非侵入盗 ６件 16 件 －５件
交通人身事故 3件 15 件 － 4件
交通事故死者 0人 1人 ＋ 1人
交通事故負傷者 ３人 9人 － 7人
火災発生 ０件 ２件 ±０件
救急出動 119 件 419 件 － 10 件

　市内の犯罪・交通事故など発生状況
～安全で安心な街をつくりましょう～

このコーナーでは、催しや募集情報など、市
に関わるさまざまな情報を掲載しています。
情報に料金を記載していない場合は無料です。

　

第
27
回
い
し
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
と
し
て
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
数　
一
般
の
部
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
2
〜
5
人
で

1
チ
ー
ム
、
ね
ん
り
ん
の
部
（
60
歳

以
上
）5
人
で
1
チ
ー
ム（
優
勝
チ
ー

ム
は
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
の

出
場
の
参
考
に
し
ま
す
）

▼
日
時　
５
月
27
日
㈰
12
時
30
分
集

合
（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
場
所　
和
田
山
史
跡
公
園　

駐
車
場
前
広
場

▼
参
加
費　
1
チ
ー
ム
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
締
切　
５
月
12
日
㈯

問
申
（
一
財
）
石
川
県
レ
ク
リ
エ
―

シ
ョ
ン
協
会
（
☎
０
７
６ 

‐
２
４
７

‐
６
９
０
９
）
水
曜
定
休
・
13
時
〜

17
時
ま
で

　

市
内
外
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

鬼
ご
っ
こ
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
26
日
㈯
（
雨
天
時
、

翌
27
日
㈰
両
日
雨
の
場
合
は
中
止
）

低
学
年
９
時
20
分
〜
12
時
25
分（
予
定
）

高
学
年
12
時
45
分
〜
16
時
15
分（
予
定
）

▼
場
所　
物
見
山
陸
上
競
技
場

▼
募
集
人
数　
低
学
年
、
高
学
年
、

各
２
０
０
人
程
度

▼
申
込
締
切　
５
月
11
日
㈮

問
申
能
美
市
商
工
会
青
年
部

（
☎
58
‐
４
２
３
０
）

　

５
月
の
第
１
日
曜
日
は
「
世
界
笑

い
の
日
」。
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法

を
合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
笑
い

ヨ
ガ
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
５
月
６
日
㈰
10
時
〜

▼
場
所　
辰
口
丘
陵
公
園
多
目
的
広

場
※
雨
天
時
は
ワ
ン
パ
ク
ホ
ー
ル

問
北
陸
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー

会 

能
美
担
当
道
下
（
☎
０
９
０ 

‐

５
１
７
１
‐
６
３
３
５
）

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
達
と
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
な
国
際

交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
６
月
３
日
㈰
10
時
〜
12
時

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

▼
場
所　
根
上
総
合
文
化
会
館

▼
参
加
費　
３
０
０
円

▼
持
ち
物　
内
履
き
、
タ
オ
ル
（
動

き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
締
切　
５
月
25
日
㈮

▼
主
催　
Ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
国
際
交
流
協
会

申
寺
井
地
区
公
民
館
（
☎
57
‐

０
０
３
０
、FAX
57
‐
３
７
０
９
）
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
「
星
の
会
」
に
よ
る
楽
し
い
解
説

と
と
も
に
、
春
の
夜
空
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
予
約
は
不
要
で
す
。

【
星
空
教
室
】
木
星
の
話

▼
日
時　
５
月
６
日
㈰
10
時
20
分
〜

▼
場
所　
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー　

プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

【
星
空
観
察
会
】
木
星
と
春
の
星
座

▼
日
時　
５
月
19
日
㈯
19
時
30
分

▼
場
所　
湯
野
小
学
校
運
動
場

※
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止

問
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
55 

‐

８
５
６
０
、
FAX

55
‐
８
５
７
３
）

▼
対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

▼
日
時　
５
月
12
日
㈯
※
11
時
45
分

ま
で
に
受
付

▼
場
所　
白
山
カ
ン
ト
リ
ー
（
泉
水

コ
ー
ス
）

▼
参
加
費　
１
万
円
（
メ
ン
バ
ー
・

ビ
ジ
タ
ー
と
も
）

▼
内
容　
Ｊ
Ｇ
Ａ
ル
ー
ル
と
白
山
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

を
適
用
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　
５
月
５
日
㈯

問
申
能
美
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

局
川
畠
（
☎
55
‐
３
１
７
５
、
☎

０
９
０
‐
１
６
３
４
‐
４
８
８
０
）

　

無
農
薬
、
無
肥
料
で
美
味
し
い
野

菜
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
５
月
26
日
㈯
13
時
〜
15
時

▼
場
所　
こ
く
ぞ
う
里
山
公
園
交
流

館 （
和
気
町
い
21
‐
1
）

▼
内
容　
夏
野
菜
の
管
理
編（
実
習
あ
り
）

▼
講
師　
（
一
社
）
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農

法
文
化
事
業
団 

細
川 

洋
幹
氏

▼
参
加
費　
２
０
０
０
円

問
申
は
ぐ
は
ぐ
河
並
（
☎
０
９
０
‐

２
８
３
７
‐
５
２
９
６
、
Ｅ
メ
ー
ル 

tsunagaruhug89@
gm
ail.com

）

　

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で

す
。
災
害
な
ど
で
の
救
護
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、

ご
寄
付
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限　
６
月
29
日
㈮

▼
社
資　

年
額
５
０
０
円
以
上

（
２
０
０
０
円
以
上
納
入
者
は
会
員
、

２
０
０
０
円
未
満
納
入
者
は
協
力
会

員
と
な
り
ま
す
）

▼
納
付
窓
口　
福
祉
課
、
寺
井
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
根
上
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
（
☎
58
‐
２
２
３
０
）

　

加
賀
地
区
の
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
収
益
は
東
日
本
大
震
災
な
ど

被
災
地
へ
の
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
27
日
㈰
９
時
30
分
〜

14
時

▼
場
所　
ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀
（
加

賀
市
作
見
町
ル
25
‐
１
）

▼
協
力
品　
家
庭
用
品
、
陶
磁
器
類
、

タ
オ
ル
、
贈
答
品
な
ど

▼
受
付
期
限　
５
月
26
日
㈯

問
申
能
美
市
赤
十
字
奉
仕
団

根
上
地
区 

谷
口（
☎
55
‐ 

２
０
２
５)

寺
井
地
区 

田
中（
☎
58
‐
５
０
３
７
）

辰
口
地
区 

寺
門（
☎
51
‐
４
２
１
３
）

　

Ｎ
（
ノ
ル
デ
イ
ッ
ク
）
Ｐ
（
ポ
ー

ル
）
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
用
の
ス
ト
ッ
ク

を
使
い
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　

姿
勢
改
善
、
関
節
痛
の
軽
減
は
も

ち
ろ
ん
、
ス
ト
ッ
ク
で
全
身
の
筋
肉

の
90
％
を
使
う
こ
と
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
も
な
り
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

①
毎
月
第
１
火
曜
日（
11
時
〜
12
時
）

物
見
山
屋
内
競
技
場（
初
回
５
月
1
日
）

②
毎
月
第
3
月
曜
日（
11
時
〜
12
時
）

根
上
体
育
館
（
初
回
５
月
21
日
）

▼
参
加
費　
1
回
５
０
０
円（
保
険
代

込
）ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料
3
０
０
円

▼
申
込
方
法　
【
①
氏
名
②
生
年
月

日
③
連
絡
先
④
参
加
す
る
会
場
⑤

ポ
ー
ル
の
有
無
】
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
参
加
日
の
4
日
前

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
手
取
ス
ポ
ー
ツ 

西
出
（
☎
51

‐
５
３
２
０
）

　

前
期
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
き
も
の
着
付
け
】

・
第
２
第
４
月
曜
日
（
月
２
回
）

・
19
時
30
分
〜
21
時
30
分

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
】

・
第
２
第
４
水
曜
日
（
月
２
回
）

・
19
時
30
分
〜
21
時

▼
入
会
金　
１
０
０
０
円

▼
参
加
費　
５
月
ス
タ
ー
ト
全
８
回

分　

8
２
４
０
円

※
最
少
催
行
人
数 

５
人

問
申
ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
（
☎
58
‐

５
０
５
０
）

　

幼
児
期
に
、様
々
な
運
動
経
験
を
す

る
こ
と
で
、体
を
巧
み
に
動
か
す
力
を

養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
５
月
８
日

ス
タ
ー
ト
・
最
少
催
行
人
数 

５
人
）

▼
対
象　
年
中
児
〜
小
学
２
年
生

▼
日
時　
毎
週
火
曜
日
17
時
〜
17
時
50
分

▼
入
会
金　
３
２
４
０
円
（
５
月
中

に
限
り
無
料
）

▼
受
講
料　
４
８
０
０
円
（
月
４
回
）

問
申
ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
（
☎
58
‐

５
０
５
０
）

市
民
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

の
み
ご
っ
こ
２
０
１
８

CHECK!!
You can view select events and news written here in English online at Nomi City's 
homepage. Nomi Monthly Newsletter　 →　検索（Search）☜

バ
ザ
ー
へ
の
協
力
品

日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金
に
ご
協
力
を

星
空
教
室
・
星
空
観
察
会

第
３
回

笑
い
ヨ
ガ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
２
回

ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
自
然
農
法
塾

月
い
ち

Ｎ
Ｐ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

能
美
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

〜
古
代
ロ
マ
ン
を
歩
く
〜

ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷

文
化
教
室
「
趣
味
の
輪
」

ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷

ス
ポ
ー
ツ
塾
受
講
生
募
集

第
１
回
国
際
交
流
サ
ロ
ン
in
能
美

〜
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
国
際
交
流
〜

1819



　

手
取
川
に
関
す
る
地
域
の
声
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容　
①
手
取
川
に
対
す
る

意
見
や
、
自
身
の
河
川
愛
護
に
関
す

る
活
動
報
告
（
毎
月
）
②
金
沢
河
川

国
道
事
務
所
が
実
施
す
る
河
川
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対
す
る
感
想
・

意
見
の
報
告
（
随
時
）
③
手
取
川
に

関
す
る
情
報
提
供
（
随
時
）

▼
応
募
資
格　
20
歳
以
上

▼
任
期　
平
成
30
年
７
月
１
日
〜
平

成
31
年
６
月
30
日

▼
募
集
人
数　
２
人

▼
報
酬　
薄
謝
進
呈

▼
応
募
締
切　
５
月
31
日
㈭

問
申
金
沢
河
川
国
道
事
務
所　

河

川
管
理
課
（
☎
０
７
６
‐
２
６
４
‐

９
９
１
６
）

▼
日
時　
５
月
８
日
㈫
終
日

▼
場
所　
里
山
の
湯　

露
天
風
呂

▼
入
浴
料　
大
人
５
１
０
円
、
小
人

１
０
０
円
、
３
歳
未
満
無
料

問
里
山
の
湯
（
☎
51
‐
２
１
８
３
）

　

6
月
2
日
は
「
能
美
市
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」で
す
。ツ
エ
ー

ゲ
ン
金
沢
と
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．の

試
合
が
能
美
市
在
住
親
子
は
無
料

で
、
在
住
・
在
勤
者
は
特
別
料
金
で

観
戦
で
き
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
２
日
㈯
19
時
〜

▼
場
所　
西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技

場
（
金
沢
市
袋
畠
町
南
１
３
６
番
）

▼
招
待　
親
子
先
着
１
０
０
０
組

２
０
０
０
人
（
無
料
）

(h
ttp
s://f.m

sg
s.jp
/w
eb
ap
p
/

form
/20165_pvdb_20/index.

do

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

▼
当
日
券　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
中
高

５
０
０
円
（
特
別
料
金
）
当
日
、
チ

ケ
ッ
ト
売
り
場
で
住
所
・
勤
務
先
・

在
学
先
が
わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
内
小
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象

に
、
子
ど
も
の
教
育
・
発
達
な
ど

子
育
て
全
般
の
悩
み
や
不
安
に
専

門
ス
タ
ッ
フ(

ス
ク
―
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
臨
床
心
理
士)

が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
12
日
㈯
９
時
〜
12
時

▼
場
所　
市
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
締
切　
５
月
７
日
㈪
（
先
着

順
に
受
付
）

問
申
市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
58
‐

７
８
６
７
）

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢

特
別
招
待
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
の
悩
み
・
不
安

専
門
教
育
相
談
（
要
予
約
）

里
山
の
湯　

月
替
わ
り
湯

「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
湯
」

▶ ▶ さらいギャラリー情報
　「さらいギャラリー」では能美市美術作家協会
による九谷焼や写真などの作品を展示していま
す。５月の作品は次のとおりです。

問い合わせ　能美市ふるさと交流研修センター
「さらい」（☎ 57‐1212、 FAX 57‐1213）

ショーケース 壁面

( 陶芸 ) 宮本 晄 ( 絵画 ) 新川 勇
小西 久美子

３日（木・祝）

とだしの・いわもと竹の子まつり
時／９時～ 13 時　場／灯台笹町公民館前
問／灯岩そうせい会 竹の子まつり実行委員会（☎ 51‐2863）

親子へらぶな釣り教室
時／７時～　場／和気の池　問／生涯学習課（☎58‐2272、FAX 55‐8555）

15日 （火）
ふれあいあいさつデー
朝の登校時間に子どもたちへ声掛けをお願いします。問／生涯学習課（☎58‐2272、FAX 55‐8555）

19日 （土）
地域力創出支援事業　公開審査会
時／ 13 時 30 分～　場／市民協働まちづくりセンター「のみにこ」
問／地域振興課（☎ 58‐2212、 FAX 58‐2291）

20日 （日）
第 14回能美市民スポーツフェスティバル in ねあがり
時／９時 30 分～ 15 時 30 分　場／浜小学校グラウンド（雨天の場合は中止）
問／根上地区公民館（☎ 57‐0030、FAX 57-3709）　

１日 （金）
全国一斉「人権擁護委員の日」の特設相談所開設
時／ 13 時 30 分～　場／根上窓口センター、寺井地区公民館、辰口福祉会館
問／市民窓口課（☎ 58‐2213、 FAX 58‐2293）

時 /時間　場 /場所　問 /問い合わせ

５
月

６
月

プロジェクト第１弾！

日時　５月３日（木・祝）～５日 (土・祝 )　８時 30 分～ 18 時
場所　九谷陶芸村特設会場
※５月４日・５日のみ、この「広報のみ」５月号をお持ち
いただいた方は、貯水池駐車場（右図参考）を無料でご利
用いただけます。
問い合わせ　九谷茶碗まつり運営委員会（☎ 58‐6656）

５月３～５日
のみバス無料運行利用
キャンペーン
期間中、のみバスの全ての路
線が無料になります。
問／地域振興課（☎ 58-2212）

2020 年の開館をめざして、和田山史跡公園の横で新しい博物館の建設が始まります。
みんなで一緒に新しい博物館をつくってみませんか？申し込み、問い合わせは博物館事務局（☎ 52-8050）まで。

「田植え枠」など昔の農具を使って田植えを行い
ます。農具の使い方や田植えの風景を記録し、新
博物館の民具展示コーナーで紹介します。
※雨天時は室内で民具体験を行います。

講師の案内で蟹淵の「サンコウチョウ」など市内各所の野
鳥を観察してまわります。そこで見た野鳥や観察風景の写
真を新博物館の自然展示コーナーで紹介します。
※ハチ対策のため、白っぽい服装でお越しください。雨天
時は図書館で鳥のお話し会を行います。

▶期間中、九谷焼資料館・九谷焼美術館の入館料が無料に
資料館では九谷ネイルが開催されます。3日は河田里美さんによる花詰（ジェルネイル仕上
げ）、4日は河端理恵子さんによる赤絵（ジェルネイル仕上げ）で事前予約制です。5日は有
生礼子さんの赤絵 ( マニキュア仕上げ ) で当日受付いたします。九谷焼伝統の技をあなたの
爪に宿らせてはいかがですか。ご予約・お問合せは観光交流課（☎ 58-2211）まで。

▶昔の農具を使ってお米を育てよう！～田植え編～
日時　５月 19 日（土）９時～ 12 時
講師　平野俊也氏（能美市博物館協議会会長）
場所　牛島町
集合　歴史民俗資料館（資料館からバスで移動）
対象　小学生以上の親子　先着 10 組※保護者同伴
申込期間　５月８日（火）～ 12 日（土）９時～ 17 時
持ち物・服装　飲み物、帽子、長袖、長ズボン、長靴など
田んぼに入るので汚れても良い服装でお越しください。

▶おやこで野鳥をたのしもう！
日時　６月２日（土）９時～ 12 時
講師　高剋浤氏・高文子氏（日本野鳥の会幹事）
場所　蟹淵など市内各所
集合　辰口図書館　駐車場（図書館からバスで移動）
対象　小学生以上の親子　先着 10 組※保護者同伴
申込期間　５月 22 日（火）～ 26 日（土）９時～ 17 時
持ち物・服装　飲み物、帽子、長袖、長ズボン、長靴など
山の中へ入ることもあるので、汚れても良い服装でお越しください。

市民協働まちづくりセンター「のみにこ」　５月の行事予定
団体名 日時 主な内容 参加費 予約

ウクレレサークル
nomilele 12 日、19日、26日（土） 19:30 ～ 21:00 ウクレレ交流会、弾き語り、

アンサンブル
月参加１家族 1000 円
（各回参加 500 円）

要
（前日まで）

すくすくＡＢＣ
11 日、25 日（金）

10:30 ～ 11:30
親子で楽しむ英語絵本 ※要確認 要

（４日前まで）17 日（木） 親子ふれあい英語 １家族 1000 円

みんなの Yoga

２日（水） 10:30 ～ 12:00 子連れOK！リフレッシュヨガ

１人 1000 円
（初回 500 円）

要
（前日まで）

16 日（水）
10:30 ～ 12:00 子連れOK！リフレッシュヨガ

13:00 ～ 14:00 大人のリラックスヨガ

１日、８日、15 日、
22 日、29 日（火） 10:00 ～ 11:30 シニアヨガサークル

“Ｂｅｉｎｇ　ｙｏｇａ”

親子で楽しむおはなし会
たんぽぽ 20 日（日） 10:30 ～ 12:00 紙のお花を作って

フォトフレームづくり
１家族 500 円

（材料費ひとつ500円）
要

（２日前まで）

・参加予約や問い合わせは「のみにこブログ」を検索→各イベント問い合わせ先へお願いします。
市民協働まちづくりセンター「のみにこ」　　住所：能美市佐野町イ 63 番地（「佐野北」交差点近く）
☎ / 　　：46‐5746　メールアドレス： chiiki@city.nomi.lg.jp
利用可能時間：10 時～ 22 時　休館日：月曜日
利用受付やその他問い合わせは地域振興課（☎ 58-2212）へお願いします。

FAX
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第 110 回九谷茶碗まつり

みんなでつくる博物館プロジェクト　始動！

主要行事・イベント実施予定

至小松

至
金
沢

加
賀
産
業
開
発
道
路

クアハウス
九谷

いしかわ動物園

辰口丘陵公園

和気

石子西 湯谷町

佐野西

泉台公園九谷焼陶芸館

九谷焼資料館

能美市
九谷焼美術館

Ｐ

クア
九谷

泉台公園泉台九谷焼陶芸九谷焼陶芸館

九谷焼資料館

能美市
九谷焼美術館九谷焼美術館

Ｐ
九谷茶碗まつり
特設会場

貯水池駐車場

）
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※詳しくは、ホームページ、　各図書館だよりをご覧ください。

■ 辰口図書館
「春のおはなし＆こうさく」
日時　５月 12 日（土）14 時～ 15 時 30 分
内容　おはなしの後、親子で①または②の工作を
　　　行います。
①おりがみパズル （定員 10 組）
②ミニかばん （定員 20 組）
※参加には申込みが必要です。希望の番号をお伝え
ください。先着順で締め切ります。（能美市在住の方
優先）

■ 寺井図書館
「特別休館のお知らせ」
蔵書点検のため、下記期間休館します。
休館中は、根上・辰口図書館をご利用ください。　
期間　５月 14 日（月）～ 25 日（金）

ＡＩのある家族計画
黒野 伸一 [ 著 ]
早川書房

みんなのおばけずかん　あっかんべぇ
斉藤 洋 [ 作 ]
講談社

老親の介護、リストラ不安、
実家に戻ってしまった妻…。
悩み多き 40 代中年サラリー
マンが、とある事情から雇っ
た家政婦には、決して知られ
てはいけない秘密があった
…。すこし未来、横浜が舞台
の新・家族小説。

自販機の取り出し口に見える赤
い缶のようなもの。「もらっち
ゃえ」と思って手を入れると、
赤いものが絡みついてきて…。
「あっかんべぇ」「ドクターいえ
ろう」など、子どもたちが考え
たおばけが出てくる話全８話を
収録。

みんなの図書館

いしかわ動物園に行こう！

おすすめの一般書 おすすめの児童書

Event

　新緑が映えるころ、ビオトープ「メダカたちの池」

にかぶさる木々を見上げると、何やら泡状の白い塊

が見えます。モリアオガエルの卵です。10 日前後で

ふ化した小さなオタマジャクシは自ら池に落下し、

試練の一生が始まります。メダカたちの池には、春

先早くから成長してきたアカガエルのオタマジャク

シがすでに大きくなっており、新参のモリアオガエ

ルのオタマジャクシを攻撃します。マツモムシやク

ロゲンゴロウなどの肉食性昆虫も侮れない天敵で、

幼体になって陸に上がるまでの１～２か月間で、そ

のほとんどが姿を消します。

　陸に上がった幼体は、しばらくの期間林床の葉上

で過ごし、間もなく付近のモリ ( 雑木林 ) へ姿を消

します。その後、卵を産みに再びメダカたちの池に

　モリアオガエルを観察しよう

戻るまでの数年間、こ

のアオガエルたちがど

のような生活をしてい

るのかは謎ですが、今

年もまた、たくましく

生き抜いたカエルたち

が、きっと卵を産みに

戻ってくれると思います。

図書館の資料はホームページから検索できます。http://www.city.nomi.ishikawa.jp/library/index.html
市ホームページからも図書館のページが見られます。携帯電話でも資料を検索できます。http://www.city.nomi.ishikawa.jp/i

図書の検索

 ▲産卵中のモリアオガエル

▲成体。「郷土の水辺」でも展示しています。
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　市内の 100 歳になるご長寿の方が次々と誕生日を迎えられました。３
月 20 日には三道山町の古田ふくさん（写真１）、４月４日には寺井町の
水本しず江さん（写真２）と、大成町の小山文子さん（写真３）が、４
月６日に浜開発町の道下清子さん（写真４）が 100 歳となりました。
　４名にはそれぞれ井出市長がお祝い状を手渡したほか、記念品として
九谷焼のマグカップなどが贈られました。また、今年度から新たに５万
円分の商品券をプレゼントしています。

　能美建具組合は「良い（４）戸（10）の日」にちな
んで、４月 10 日にひとり暮らしの高齢者などの住宅
８軒を訪ね、立て付けの悪い戸や重くなった引き戸を
無償で修理しました。
　作業するにあたり、出発式が市役所前で行われ小谷
達也会長から「昔から培ってきた建具の技術で能美市
の幅広い世代の方々のお役に立ちたいと思います」と
意気込みが述べられました。

　陶磁器、木工、ガラス、布織、漆、金工、皮革など
のクリエイターが全国から集結し、賑やかなクラフト
マーケットが立ち並ぶ「手づくりの達人市」が九谷陶
芸村で開催されました。
　今年は九谷焼資料館周辺が会場となっており、新装
オープン後の資料館の中を見学する方も多く見られま
した。テント市のほか九谷ネイルや飲食コーナーなど
も人気を集めました。

　能美市ジュニアスポーツクラブ結団式・体力テスト
が物見山総合体育館と物見山陸上競技場で行われ、各
クラブが結束力を確認しました。
　体力測定はジュニアスポーツクラブの役員や指導
者・保護者、能美市スポーツ推進委員が中心となり、
行われました。市内 20 クラブの小学生約 300 人が日
ごろの運動の成果を出し合い、上体起こし、腕立て伏
せ、立ち幅跳び、時間往復走、５分間走の５種目を測
定しました。

14
４

出発式で意気込みを確認した建具組合の皆さんと井出市長５分間走で好記録を目指し力走する子どもたち今年は 120 を超える出店がありました。

　寺井末広健康クラブ、根上はまなす健康クラブ、辰
口健康クラブ “スマイル” の市内 3地区の健康クラブ
の開講式が開かれました。おおむね 60 歳以上の会員
計 104 名が参加し、ダンス・体操を楽しみました。
　それぞれのクラブの会長からクラブ員に向けてあい
さつがあり、1年間の抱負が力強く述べられました。
開講式後にはさっそく活動があり、参加者同士元気に
親睦を図りました。

100 歳おめでとうございます３
４

月

月

３地区の健康クラブは年間 36 回開かれ、クラブ参加も随時受
付しています。問い合わせ  スポーツ振興課（☎ 58-2273）

市内で行われたイベントや活動を紹介！

健康クラブ開講式
ダンスや体操で健康維持月

４ ４月 10日は良い戸の日
良い戸の日で建具を無償修理

ジュニアスポーツクラブ結団式 
全力で体力測定！

４
10

 第５回手づくりの達人市
全国からクリエイターが集結

４
14・15

　４月８日、「能美根上駅前」と「加賀佐野
駅跡」を出発点に、ウオーキングイベントが
行われました。出発前にはプロによる写真の
講座が開催され、参加者はウオーキング中に
も各々記念撮影をしていました。

第３回 ６ /17 　古代ロマンのみの歴史　 　
第４回 ７ / ８　手取川大洪水語り継ぎ河川敷ウオーキング /　昼食付
第５回 ８ / ５　白砂青松夕日観賞
第６回 ９ /30　九谷陶芸村＆九谷焼の歴史散策
第７回 10/28　鍋谷・和佐谷林道紅葉パワーウオーキング / 昼食付
第８回 ３ /17　全日本競歩能美大会応援ウオーキング

受付時間　 ７時 30 分～８時 45 分
集合場所　 物見山陸上競技場
持 ち 物 　 飲み物、タオル、筆記用具
服 　 装  動きやすい服装　
参 加 費  一般 500 円、中学生以下 200 円

↑希望のコースが選べます。
A. 新緑里山コース  （12 ㎞）
B. 七ツ滝コース  （９㎞）
C. メダリストコース （３㎞）
※ Cコースはタイム計測します 

Ｂコース
※昼食付の場合は別途ランチ・バス代金などがかかります。今後の日程

健康スマートウオーキング
のみ電跡桜ウオーキング

５月 20日（日）９時～ 12時ごろ
七ツ滝・JAIST 新緑ウオーキング

美しき能国（よきくに）横断 健康スマートウオーキング
～のみの名所 ･旧跡 散策～

第２回
日　時

８

参加者募集

当日イベント

４

Ａ
コ
ー
ス

Ｃコース
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場
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往復
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ッ
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Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
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口
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牧
場
・
林
道

ウオーキングスピード
＆フォームチェック

健康・体力チェック

２
▶ 申込みはお電話・ＦＡＸで受け付けます。（ ☎ 51-4513 /　FAX 52-8063 健康づくり推進室「からだバランス塾」） 
▶ 申込締切　５月 11 日（金）　　　前々日の天気予報で開催の有無を判断しますので事務局へ直接お問い合わせください。
またはデベロップ能美のホームページ・facebook 上でご確認ください。

４３２
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行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

親子のつどい “にこにこ”
対象／未就園児

子育て支援センター
問／子育て支援センター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）

14 日・28 日（月） 10：00 ～ 11：00

赤ちゃんひろば
対象／１歳まで

子育て支援センター
問／子育て支援センター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）

11 日（金）
22 日（火）

13：30 ～ 14：30
10：00 ～ 11：00

わくわくひろば
対象／１歳～未就園児

子育て支援センター
テーマ／『身体を動かしてあそぼう』
問／子育て支援センター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）

９日（水） 10：00 ～ 11：00

のびのびキッズ
対象／ 0歳～ 3歳

寺井中央児童館 18・25 日（金）
10：30 ～ 11：30

根上中央児童館 11・18・25 日（金）

親子サロン

岩内コミュニティセンター

問／社会福祉協議会

　    （☎ 58‐6200）

１・８・15 日（火） 9：30 ～ 13：30

根上北部児童センター ２・９・16・23 日（水） 9：30 ～ 13：30

粟生コミュニティセンター 10・17・24日（木） 9：30 ～ 13：30

ミニ運動会
寺井中央児童館
定員50組（要予約）

22日（火） 10：00 ～ 12：00

すくすく相談

能美市健康福祉センター｢サンテ｣
持ち物／母子健康手帳
※ 21 日はカウンセラーの相談あり（要予約）
問／健康推進課（☎ 58‐2235）

７日・21 日（月） 受付 10：00 ～ 10：30

おっぱいの相談日
対象／妊婦～産後３か月頃の産婦

能美市健康福祉センター｢サンテ｣
持ち物／母子健康手帳、タオル２～３枚
問／健康推進課（☎ 58‐2235、 FAX 58-6897）

28日（月） 受付 10：00 ～ 11：00

５月の子育てカレンダー
　市内各施設で、未就園児とその保護者を対象に施設で催しや相談会を
行っています。お気軽にご参加ください。

子育て　お知らせ・イベント
『パパ子育て講座～積木であそぼう～』
　たくさんの積木でダイナミックに遊びます。子ども
たちだけではなく大人も楽しめますよ。

日時：５月 19 日（土）10：00 ～ 11：30
場所：子育て支援センター
対象：年長児とお父さん（能美市在住）
講師：童具共育認定講師　西川一美氏
受付：５月１日（火）９：00 ～
定員：15 組

講演会『子どもたちの心の中にある ‘甘える壺’
を満たすために』
　子どもたちの心の中にある ‘甘える壺’ を一杯にしてあげるために
は、何に気を付けたらよいのでしょうか。みんなで考えてみましょう。

日時：５月 10 日（木）10：00 ～ 11：30
場所：子育て支援センター
対象：小学生以下の子どもをもつ保護者
講師：多賀クリニック小児科医　多賀千之氏
受付：４月 26 日（木）９：00 ～
託児：先着 20 人まで（能美市在住）

子育て応援 フリーマーケット
　のみ♥子育てネットワーク主催で、ベビー用品、子ども服、マタ
ニティ用品、便利グッズ、おもちゃを対象としたフリーマーケット
を開催します。今回は、今までと場所が違いますのでご注意ください。
詳しくは、児童館などに掲示してあるポスターをご覧ください。

日時：５月 19 日（土）13：00 ～ 15：00
場所：Ｇ -Hills（ジーヒルズ）　ホール（緑が丘）
出店受付：５月７日（月）～ 14 日（月）９：00 ～ 17：00
出店数：13 店（先着順）
出店料：500 円

育児講座『お口の健康教室』
　歯磨きの仕方や虫歯予防についてお話を聞きます。

日時：５月 29 日（火）　10：00 ～ 11：30
場所：子育て支援センター
対象：8か月～ 3歳の子どもをもつ保護者
講師：歯科衛生士　内野佐智江氏
受付：５月 16 日（水）９：00 ～
託児：先着 20 人まで（能美市在住）

こちらに記載のある４つの催し全て、問い合わせは子育て支援センター（☎ 58‐8200、 FAX 58‐8500）へお願いします。

行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

日本語教室
対象／市内に在住・在勤の
外国人

根上学習センター 12・19・26 日（土） 10：00 ～ 12：00

岩内コミュニティセンター　託児利用料 300 円／回 ８・15・22・29 日（火） 10：00 ～ 11：30

JAIST 学生寄宿舎 ８・15・22・29 日（火） 15：10 ～ 16：40

バジムの国際交流サロン
テーマ／ 姉妹都市交流

根上学習センター　創作室Ｂ
参加費 / 100 円（当日集金）
＊未就学児はご遠慮ください。

27 日（日） 16：00 ～ 18：00

世界のともだちサロン
対象／申し込みは不要で、
どなたでも自由に参加できます。

宮竹コミュニティーセンター
※第 2水曜日のみ JAIST 学生寄宿舎 2棟 集会室
＊外国人と日本人が楽しく交流できるサロンです。

毎週水曜日 10：00 ～ 12：00

行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

弁護士無料法律相談
（１回 30分で４人まで）

ふれあいプラザ
問／社会福祉協議会（☎ 58‐6200、 FAX 58‐6250）

15 日（火）・28 日（月） 13：30 ～ 15：30

行政書士無料相談 ふれあいプラザ
問／社会福祉協議会（☎ 58‐6200、 FAX 58‐6250）

17 日（木） 13：30 ～ 15：30

心配ごと相談・行政相談
寺井地区公民館
辰口福祉会館
根上窓口センター

問／社会福祉協議会

　    （☎ 58‐6200）

５日（土）
15 日（火）
25 日（金）

13：30 ～ 15：30

こころの相談
（精神科医　　　　）

能美市健康福祉センター「サンテ」
問／福祉総合支援センター（☎ 58‐2231）

２日（水） 9：00 ～ 11：00

消費者生活相談 問／消費生活センター（市役所本庁舎）（☎ 58‐2248） 毎週（月）～（金） 10：00 ～ 17：00

相談

国際交流

３月 11 日～４月 10 日　（敬称略）

ご厚志ありがとうございますご寄附

問／生涯学習課（☎ 58‐2272）

西原物産株式会社（野々市市）

要予約

要予約

３月（公表希望者のみ記載、敬称略、
　　　　　　　　　　　寄附申込順）
松川統久 ( 京都府 )

西 村 洋 ( 奈 良 県 )

白 川 努 ( 兵 庫 県 )

久米誠人 ( 東京都 )

ご厚志ありがとうございます

ふるさと納税のご寄附

日時：５月 27 日（日）9：00 ～ 12：00
場所：市役所本庁舎　市民窓口課
※交付場所が寺井・根上窓口センターになっている人で、休
日窓口（市民窓口課）での受け取りを希望される人は、４日
前までに市民窓口課へご連絡ください。

マイナンバーカード受け取りの休日窓口

●５月 25日（金）口座振替

　上下水道料（３月分）、後期高齢者医療保険料（第２期）

●５月 31日（木）口座振替

　介護保険料（第２期）、固定資産税・都市計画税（第１期）、

　国民健康保険税（第２期）、軽自動車税（全期）

※上下水道料は、残高不足などで口座振替とならなかった場合、

　翌月の 10 日（振替日が休日の場合は翌営業日）に再振替を行います。

今月の口座振替

2627



広
報
の
み

（前月比　－ 90）

●人口　　49 , 9 21 人

男　24,730 人　　女    25,191 人

●世帯数　18 , 4 96 世帯

人口と世帯数
平成 30 年４月１日現在

（前月比　－ 211）
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▽
ひ
ぽ
能
ん
・
ゆ
ず
美
ん
が
能

美
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な

り
ま
し
た
。
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
専
用
の
紹
介
ペ
ー

ジ
「
ひ
ぽ
能
ん
・
ゆ
ず
美
ん
の

お
部
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
誕
生

式
で
上
映
し
た
動
画
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
♪　
　
　
　

柚
子

▽
前
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
中
で
、
一
番
選
ば
れ

た
も
の
は
ハ
ト
ム
ギ
茶
だ
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
能
美
市
の
宝
物

を
市
内
唯
一
生
産
し
て
い
る
末

信
町
。
ハ
ト
ム
ギ
の
良
さ
を
教

え
て
も
ら
い
、
ま
た
一
つ
能
美

市
の
宝
物
に
詳
し
く
な
り
、
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
さ
い
マ
ル

〒
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県
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市
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町
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番
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和わ
だ
や
ま
し
た

田
山
下
遺
跡
は
、
和
田
山
の
南
西
裾

に
広
が
る
集
落
跡
で
す
。
昭
和
59
〜
60
年

（
１
９
８
４
〜
１
９
８
５
年
）
に
か
け
て
道

路
建
設
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
終
わ
り
か
ら
古

墳
時
代
初
め
頃
（
２
〜
３
世
紀
）
の
溝み

ぞ

や
土

器
が
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
溝
は
残
り
が

た
い
へ
ん
良
く
、
幅
６
ｍ
・
深
さ
1.5
ｍ
の
大

溝
で
は
41
本
の
杭く

い

が
柵

さ
く
じ
ょ
う状
に
打
ち
込
ま
れ
て

い
る
状
態
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
別
の
溝

に
は
大
き
な
溜た

め
ま
す桝

状
の
穴
が
い
く
つ

も
掘
ら
れ
て
お
り
、

壁
が
崩
れ
な
い
よ

う
に
矢や

い
た板
と
杭
で

護
岸
し
た
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
（
写

真
１
）。
穴
の
近
く

か
ら
は
、
た
も
網あ

み

の
枠
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
こ
で
人
々
が
魚

を
捕と

っ
た
り
、
生
活
用
の
水
を
利
用
し
て
い

た
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

ま
た
、
矢
板
や
杭
の
加
工
に
は
鉄
の
手ち

ょ
う
な斧

を
使
っ
た
痕
跡
が
う
か
が
え
、
当
時
普
及
し

始
め
た
鉄
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
水

資
源
を
確
保
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
和
田
山
の
上
で
は
竪
穴
住
居

や
高
床
倉
庫
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
和

田
山
下
遺
跡
の
人
々
は
、
山
の
上
と
下
を
一

体
的
に
利
用
し
て
生
活
し
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
和
田
山
で
は
、
３
世
紀
後
半
に
「
和

田
山
９
号
墳
」
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
能
美
古

墳
群
で
最
初
の
古
墳
で
す
。
長
さ
24
ｍ
、
高

さ
４
ｍ
の
方
墳
で
、
埋
葬
施
設
に
は
勾ま

が
た
ま玉
や

管く
だ
た
ま玉
、鉄て

っ
と
う刀
な
ど
が
副
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

管
玉
は
１
０
０
点
以
上
を
数
え
、
刀
に
は
舶は

く

来ら
い

品ひ
ん

を
含
む
な
ど
有
力
な
首
長
の
姿
が
想
像

で
き
ま
す
。
和
田
山
下
遺
跡
を
眼
下
に
望
む

場
所
を
選
ん
で
お
り
、
こ
の
村
で
暮
ら
し
て

い
た
首
長
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し

ょ
う
。
自
分
が
治
め
た
村
を
亡
き
あ
と
も
見

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
能
美
ま
ほ
ろ
ば
物
語
」
と
「
九

谷
焼
の
世
界
に
触
れ
る
」
を
隔
月
で
お
送
り
し
ま
す
。

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
ね
。
村
人
に
と
っ
て
も
村
を
豊
か
に

し
た
首
長
が
眠
る
大
切
な
お
墓
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

和
田
山
下
遺
跡
は
、
能
美
古
墳
群
が
造
ら

れ
始
め
た
頃
の
古
墳
と
集
落
の
関
係
が
具
体

的
に
わ
か
る
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
、
今
後
の

さ
ら
な
る
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写真１　見つかった溝の護岸跡

写真２　和田山下遺跡と和田山９号墳
（和田山の上に９号墳の首長が眠っている。）

能
美
ま
ほ
ろ
ば
物
語

「
ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
の
？
」
②

〜
和
田
山
下
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら
〜

― 

能
美
古
墳
群
を
訪
ね
る 

―


